
自分の命は自分で守る～交通安全の視点で
富良野市立山部小学校長 桑 原 久 美

グラウンドの雪が溶け、暖かな空気の中、チューリップの葉が土の中から顔を出し、
たんぽぽは黄色い花を咲かせ、こぶしの木には白いつぼみがいくつも育っています。桜
の便りも北海道までやってきました。春を実感できるこのような中、山部小学校の新年
度がスタートしました。子どもたちの様子からは、進級した喜びと新たな目標への意慾
が感じられます。この意慾を1年間持ち続け、そして達成できるよう、全職員で支援して
いきます。
新年度の開始にあたり、登校時の安全指導が行われました。昨年度のＰＴＡ学年部の

みなさん、地域の方々、警察や交通指導員のご協力をいただき、児童の見守りとドライ
バーへの安全運転の啓蒙を行っていただきました。ご協力いただいた皆様に感謝申し上
げます。子どもたちは、信号が変わるまでの待ち方や横断する時の左右確認、そして見
守りの方への挨拶とどれも立派にできていました。また、４月21日には交通安全教室を
開き、交通指導員から自転車の点検、自動車の死角や内輪差などの危険について教えて
いただきました。その後校舎周辺をＰＴＡ本部役員のご協力もいただき、実際に歩き自
転車に乗り実地訓練を行いました。
このように、学校では交通安全に関わる指導をこの４月に重点的に行っています。し

かし、下のグラフを見ると、５･６月に子どもの交通事故が大変多いことが分かります。
時間帯を見ると、放課後に多く発生しています。雪が溶け気温も上がり、外で遊ぶ機会
も増えることでしょう。自転車で出かける事も多
くなると思います。学校でも継続的に指導します
が、ご家庭でも子どもだけで出かける際は、事故
を未然に防ぐため十分注意するよう声掛けをお願
いいたします。また、地域で自転車の乗り方など
危険と思われる行為を見かけましたら「危ない
よ。」と呼びかけていただければ幸いです。学校
・家庭・地域が協力し、子どもを交通事故から守
っていきましょう。よろしくお願いいたします。

富良野市立山部小学校だより 今年度の重点目標

「笑顔があふれる

子ども」の育成

あたたかく かしこく たくましく
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学校だよりの内容についてのお問い合わせは【山部小学校教頭・中家 ℡42-3091】までお願いします

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

山部小学校ホームページもぜひご覧ください。

http://www.city.furano.hokkaido.jp/yamabesho/

学校行事等の最新情報がいつでも

どこでも見ることができます。

携帯・スマホからはこちらのＱＲ

コードでアクセスできます！→→

３日（月） 憲法記念日
４日（火） みどりの日
５日（水） こどもの日
６日（木） 朝会 一声デー

修学旅行説明会 ＰＴＡ本部役員会
１０日（月） 家庭訪問① Ｃ５日課
１１日（火） 家庭訪問② Ｃ５日課
１２日（水） 家庭訪問③ Ｃ５日課
１３日（木） 山部交通安全大会

※今年度は児童の参加なし
１４日（金） 委員会③
１７日（月） 職員会議③ Ａ５日課

※当初１３日の予定でしたが、
都合により変更いたしました。

１８日（火） 新体力テスト
１９日（水） 研修日② Ａ５日課
２０日（木） 尿検査 内科検診13:30～

ＰＴＡ本部役員会②18:30～
ＰＴＡ理事会①19:00～

２４日（月） 運動会特別日課開始
運動会係活動

２７日（木） 全国学力・学習状況調査（６年）
学力テスト（２～５年）

２９日（土） 富良野西中学校体育大会
※毎週木曜日はALT来校、フッ化物洗口の予定です。

桑 原 久 美
山部に３年ぶりに戻ってきました。久

しぶりに会った地域や保護者の皆様には
「あら。」「お帰りなさい。」と声をかけ
ていただき、ほっと安心しました。５・
６年生は１・２年生の姿しか脳裏になか
ったので、ずいぶんたくましく成長した
なと感慨深かったです。４年生以下の子
どもたちもお兄さんお姉さんの事など、
話しかけてくれます。
これから校長として笑顔あふれる学校

になるよう、先生方と一丸となって学校
経営に取り組みます。ご理解ご協力をお
願い致します。

大光明 敦 子
南富良野小学校より赴任いたしました

大光明（おおみや）敦子です。山部小学
校での勤務は、まだ一月ほどですが、明
るく素直な子ども達と温かい保護者・地
域の皆様、素敵な先生方の支えのおかげ
で、 充実した日々を過ごすことができ
ています。これからも微力ではあります
が、子ども達が笑顔で過ごせるよう精進
いたします。今後ともどうぞよろしくお
願いいたします。

細 木 弥 生
この度、スクール・サポート・スタッ
フとして山部小学校に配属になりまし
た、細木弥生と申します。子どもたちが
安心して楽しく過ごせるよう、校内の消
毒作業など頑張ります。
そして、子どもたちとのふれあいも楽
しみです。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

長谷川 一 郎
今回、仕事のお誘いを受けたとき「頼

まれるうちが花」と「年齢に伴う心身の
衰え」を天秤にかけ、一晩考えました。
そして、引き受けることにしました。こ
んな老体でも子どもや先生方の役に立つ
と考え、声をかけてくださった好意を無
にすることはできません。今日から感謝
の気持ちを忘れず、「先生方の邪魔にな
らぬよう、子どもの困り感を見のがさず」
をモットーに勤めていきたいと思いま
す。


